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20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

ツ
ー
ル
ド
 妻
有
が
８
月
30
日

㈰
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
起
伏
の
激
し
い
過
酷
な
山

道
に
挑
み
、
美
し
い
棚
田
や

里
山
の
ア
ー
ト
を
楽
し
み
な

が
ら
サ
イ
ク
リ
ス
ト
た
ち
が

駆
け
抜
け
ま
し
た
。
今
年
は

記
念
の
ブ
ラ
ッ
ク
の
ジ
ャ
ー

ジ
を
着
用
。
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
温
か
い
お
も
て

な
し
や
地
元
の
人
た
ち
の
応

援
に
手
を
振
り
返
し
て
応
え

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
を
待
ち
望
ん
だ
人
た
ち

の
熱
気
と
笑
顔
に
包
ま
れ
、

十
日
町
の
熱
い
夏
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
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Pick
Up

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

大
学
生
等
通
学
定
期
代
補
助
金

新
規
卒
業
者
地
元
就
職
祝
金

地元で頑張る若者を応援します

学生や若者への支援制度紹介

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課移住定住推進係☎755-5137

地元で頑張る若者を応援するため、高校卒業後に市内の自宅から大学などへ通う学生や、十日町市を離れず
に最終学校を卒業後、市内の企業などへ就職した若者を支援します。補助要件などの詳細は市ホームページを
確認するか問い合わせてください。

支
援
メ
ニ
ュ
ー
1

支
援
メ
ニ
ュ
ー
2

●
対
象
者（
次
の
要
件
の
全
て
を
満
た
す
人
）

①
十
日
町
市
に
居
住
し
、公
共
交
通
機
関（
鉄

道
・
バ
ス
）
を
利
用
し
て
、
学
校
教
育
法

で
定
め
る
学
校
（
大
学
・
大
学
院
・
短
期

大
学
・
専
修
学
校
・
高
等
専
門
学
校
（
４

年
生
以
上
））
に
通
学
し
て
い
る
人

②
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
か
ら
25

歳
ま
で
の
人

③
通
学
定
期
券
の
購
入
に
か
か
る
経
費
に
対

し
て
、
ほ
か
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

●
補
助
対
象

　

大
学
な
ど
の
正
規
の
修
業
年
限
内
の
通
学

定
期
券
代

●
対
象
者（
次
の
要
件
の
全
て
を
満
た
す
人
）

①
申
請
時
に
十
日
町
市
に
居
住
し
、
学
校
教

育
法
で
定
め
る
学
校
（
中
学
校
・
高
校
・

中
等
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・
短
期
大
学
・
大

学
・
大
学
院
）
を
卒
業
し
て
１
年
以
内
の

人
で
、
在
学
中
に
市
内
か
ら
通
学
し
て
い

た
人

②
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
市
内
の
事
業

所
な
ど
で
正
規
雇
用
さ
れ
た
「
新
規
就
職

者
」
や
「
事
業
後
継
者
」「
新
規
就
農
・

就
林
・
就
漁
者
」「
個
人
事
業
主
」
と
な

っ
た
人

③
就
労
開
始
か
ら
６
カ
月
経
過
し
、
本
採
用

と
な
っ
た
人

●
祝
金
額

　

10
万
円
（
１
回
限
り
）

●
申
請
受
付
期
間

　

令
和
８
年
10
月
１
日
㈭
か
ら
最
終
学
校
を

卒
業
し
て
１
年
を
経
過
す
る
ま
で

●
補
助
率

　

通
学
定
期
代
の
20
％
（
年
度
内
の
上
限
額

６
万
円
）

●
申
請
者

　

学
生
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護
者

●
申
請
方
法

　

１
年
分
の
通
学
定
期
券
（
令
和
８
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
も

の
）
が
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
、
申
請
受
付
期

間
内
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
電
子
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
時
に
通
学
定
期
券
の
コ
ピ
ー
が
必
要

と
な
る
た
め
、
定
期
券
の
コ
ピ
ー
を
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
期
間
・
申
請
受
付
期
間

　

令
和
８
年
４
月
１
日
㈬
～
令
和
９
年
３
月

31
日
㈬
ま
で

提
出
書
類
な
ど
制
度
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
な
ど
制
度
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
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Pick
Up

Pick
Up

「棚田応援隊」参加者募集します

棚田を訪れ、地域とつながる

● ● ● ● ●問合せ：十日町市つなぐ棚田遺産連絡協議会☎755-5150

農林水産省の「つなぐ棚田遺産」に全国最多となる14地区が認定されて
いる十日町市。
「棚田応援隊」は地域の人と一緒に棚田を守る活動に取り組みながら、棚

田のある暮らしにふれるプログラムです。

「下水道使用料改定増額分支援事業」で下水道使用料を減額します

上下水道課からのお知らせ

● ● ● ● ●問合せ：上下水道課経営係☎757-6531

令和８年６月使用分から下水道使用料が改定されました。９月以降適用される新料金について、国の交付金（物
価高騰対応重点支援地方交付金）を活用し、改定による増額分を４か月間減額します（手続き不要）。

期間中は減額した金額で請求されます。
この事業は「水道基本料金ゼロ事業」と合わせて実施します。

対
期
間
中
に
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
全
て
の
契
約
者

※
一
部
公
共
施
設
を
除
く

■
上
下
水
道
料
金
の
請
求
月
と
請
求
額
（
例
）

❶
池
谷
・
入
山
の
棚
田

　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
育
む
地
域
。
特
産
の
「
山
清
水
米
」
も

人
気
で
す
。

日
9
月
20
日
㈰
・
21
日
㈪
各
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

内
稲
の
は
ざ
か
け

❷
枯
木
又
の
棚
田

　

多
様
な
生
き
物
が
息
づ
く
棚
田
が
点
在
す
る
地
域
。
都

市
住
民
と
の
交
流
が
30
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

日
11
月
1
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

内
集
落
の
冬
支
度
、
鯉
こ
く
作
り

❸
蒲
生
の
棚
田

　

地
域
外
か
ら
通
っ
て
田
畑
を
守
る
「
通
い
農
」
の
舞
台
。

幻
想
的
な
棚
田
風
景
が
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

日
11
月
7
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

内
畔
塗
り
、
波
板
の
設
置

対
棚
田
や
農
村
地
域
に
関
心
が
あ
る

人
※
年
齢
・
作
業
経
験
不
問
。
子
ど
も

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
で
き
ま
す
。

※
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
定
員
に
達
し

次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

￥
無
料

●
集
合
＝
現
地
集
合
・
現
地
解
散（
一

部
送
迎
あ
り
）

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
も
し
く
は

電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

６月（７月）
8,250円

７月（８月）
5,885円

基本料
０円

９月（10月）
5,885円

基本料
０円

０円 ０円

12月（１月）
5,885円

基本料
０円

１月（２月）
9,067円

〔請求月〕
〔請求額（税込）〕

水道基本料金ゼロ事業期間（6ヶ月）

下水道使用料改定
増額分支援事期間（4ヶ月)

下水道使用料改定分

下水道
使用料

水道料金

詳細はこちら

※
口
径
13
㎜
、
20
㎥
／
月
（
一
般
的
な
４

人
世
帯
の
平
均
的
使
用
状
況
）の
場
合
、

請
求
月
は
偶
数
月
検
針
の
場
合
（
か
っ

こ
内
は
奇
数
月
検
針
の
請
求
月
）

◆
３
地
区
で
実
施
し
ま
す

◆
参
加
情
報
・
申
込
方
法

市ホームページ
（棚田応援隊）
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【
問
合
せ
】
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保
健
係
☎
 ７
５
７
︱
９
７
６
４

新
潟
県
が
実
施
す
る
﹁
に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
（
健
康
ア
プ
リ
：
グ
ッ
ピ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）﹂
に
登
録
し
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
運
動
や
健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
り
ま
す
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
地
域
協
力
店
で
特
典
・
サ
ー
ビ
ス
と

交
換
で
き
ま
す
。
登
録
す
る
と
き
に
、
地
域
﹁
十
日
町
市
﹂
を
選
択
す
る

と
、市
が
実
施
す
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
ま
す
。

エクササイズ、血圧測定、人間ドッ
ク、市の各種がん検診の受診などでも
ポイントが貯まります。
　登録方法、市内の地域協力店や特典・
サービスとの交換方法は
こちらをチェック

対
十
日
町
市
民
、
十
日
町
市
内
の
企
業
・
事
業
所

で
勤
務
し
て
い
る
人

●
実
施
期
間
＝
９
月
28
日
㈪
～
10
月
11
日
㈰

●
参
加
人
数
＝
１
チ
ー
ム
２
～
３
人

●
賞
品
＝
1
日
平
均
歩
数
に
応
じ
た
ラ
ン
ク
（
区

分
）
毎
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　

８
︐０
０
０
歩
以
上
は
「
十
日
町
市
カ
タ
ロ
グ

ギ
フ
ト
」、
６
︐０
０
０
～
８
︐０
０
０
歩
未
満

は
十
日
町
市
の
「
人
気
の
お
そ
ば
5
種
10
本

セ
ッ
ト
」、
３
︐０
０
０
～
６
︐０
０
０
歩
未
満

は
「
市
指
定
ご
み
袋
（
大
中
小
）」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！

　
　

ま
た
、
歩
数
に
限
ら
ず
、
参
加
者
全
員
に

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

●
参
加
方
法

①
参
加
申
込
期
間
中
に
チ
ー
ム
代
表
者
が
、
右
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
チ
ー
ム
の
登
録
を
す
る
。

〆
９
月
17
日
㈭

②
十
日
町
市
健
康
づ
く
り
推
進
課
か
ら
チ
ー
ム
代

表
者
に
「
参
加
コ
ー
ド
」
が
メ
ー
ル
送
信
さ
れ

る
。

③
チ
ー
ム
代
表
者
は
、
チ
ー
ム
員
に
「
参
加
コ
ー

ド
」
を
共
有
す
る
。

④
チ
ー
ム
員
は
、
ア
プ
リ
内
（
グ
ッ
ピ
ー
ヘ
ル
ス

ケ
ア
）
で
9
月
27
日
㈰
ま
で
に
「
参
加
コ
ー
ド
」

を
入
力
し
、
参
加
登
録
を

行
う
。

申込はこちら

「秋のチーム対抗ウォークフェス」を開催します
～仲間と楽しく歩いて、健康と賞品をゲットしよう♪～

【グッピーヘルスケア登録方法】

十日町市

③区分の選択・利用規約への同意②「＋」ボタンから新潟県を選ぶ①アプリをインストール

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

﹁
と
お
か
ま
ち
健
康
ポ
イ
活
﹂
始
め
ま
せ
ん
か
？

対象
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◆
日
本
人
の
お
よ
そ
2
人
に
1
人
が
、
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
初
期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
が
ん
を
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
体
や
時
間
、
費
用
の
負
担
を
軽
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
が
ん
検
診
は
、
少
な
い
自
己
負
担
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早期
（Ⅰ）
胃がん

進行後
（Ⅳ）

0.0％

2.0％

40.0％

60.0％

80.0％

100.0％
82.0％

5.8％

早期
（Ⅰ）
肺がん

（非小細胞肺）

進行後
（Ⅳ）

74.6％

8.4％

早期
（Ⅰ）
大腸がん

進行後
（Ⅳ）

83.1％

17.0％

早期
（Ⅰ）
乳がん

進行後
（Ⅳ）

95.2％

38.6％

早期
（Ⅰ）
子宮頚がん

進行後
（Ⅳ）

93.3％

25.1％

早期発見は、こんなに生存率が高い！
（
出
典
：
が
ん
の
統
計
２
０
２
６　
が
ん
診

療
拠
点
病
院
等
（
都
道
府
県
推
薦
病
院
含
）

に
お
け
る
５
年
実
測
生
存
率
（
２
０
１
４
―

２
０
１
５
年
診
断
例
））

胃がん検診・大腸がん検診は９月25日まで、婦人科検診は10月８日まで実施！

今
年
度
最
後
の
検
診
を
実
施
し
ま
す

・
胃
が
ん
検
診
：
60
人

・
そ
の
他
：
１
０
０
人

10
月
23
日
㈮
正
午
ま
で
に
必
ず

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

先
着
順
、
完
全
予
約
制
で
す
！

日
10
月
31
日
㈯
午
前
８
時
～
10
時
30
分

会
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁

舎
と
な
り
）

●
対
象
の
検
診
＝
肺
が
ん
（
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
）
検
診
、
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
）

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

対
が
ん
検
診
を
申
し
込
ん
だ
も
の
の
未
受

診
の
40
～
74
歳
の
市
民

定
胃
が
ん
検
診
：
先
着
60
人

　

そ
の
他
の
検
診
：
先
着
１
０
０
人

申
完
全
予
約
制
。
電
話
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

持
受
診
票
、
受
診
料
金
、
大
腸
が
ん
検
診

受
診
者
は
検
便
キ
ッ
ト

※
受
診
日
に
受
診
票
を
忘
れ
る
と
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

※
併
せ
て
同
日
に
左
記
の
健
（
検
）
診
を

実
施
し
ま
す
。

・
特
定
健
診

・
前
立
腺
が
ん
検
診

・
Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

・
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査

　

特
定
健
診
の
対
象
者
に
は
別
途
、
個

別
に
案
内
し
ま
す
。

　

市
か
ら
検
便
キ
ッ
ト
（
緑
色
の

袋
）
が
届
い
た
も
の
の
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
な
い
人
は
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

●
期
限
＝
12
月
４
日
㈮

●
場
所
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
市

役
所
窓
口
⑩
）、
各
支
所
地
域
振

興
課
、
各
地
区
公
民
館

未
使
用
の
検
便
キ
ッ
ト

　
　
　
　
　
返
却
の
お
願
い

事前申し込み
必須！

申し込みは
こちら
▼

定期的に健（検）
診を受けて生活
習慣を見直しま
しょう

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保
健
係
☎
７
６
１
―
７
３
５
０

５年
生存率
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近
所
に
こ
ん
な
人
や
様
子
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
該
当
す
る
項
目
が

多
い
ほ
ど
、
虐
待
の
可
能
性
が
高
い
状
態
で
す
。

　

家
庭
裁
判
所
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
成
年
後
見
人
な
ど
が
左
記
の

３
つ
を
法
律
的
に
支
援
し
ま
す
。

預
貯
金
の
管
理
、
税
金
や
公
共

料
金
な
ど
の
支
払
い
、
不
動
産
な

ど
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請
や
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
、
医
療
機

関
の
手
続
き
を
行
い
、
安
心
し
て

本
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

本
人
に
と
っ
て
不
利
益
な
契
約

の
取
り
消
し
な
ど
を
代
わ
り
に
行

い
ま
す
。

【高齢者（虐待を受けている人）のサイン】
　体に不自然なあざや傷、やけどの跡が見られる
　わずかなことにおびえやすい
　いつも汚れたり破れたりした服を着ている
　栄養失調・衰弱の状態にある
　あきらめ、投げやりな態度が見られる
　衣食住にお金がかけられていない

【養護者（虐待をしている人）のサイン】
　介護疲れや疾病などのつらい状況がうかがえる
　介護している様子が乱暴だと感じる
　家から高齢者や介護者の怒鳴り声や悲鳴が聞こえる
　冷房や暖房などがされないままになっている
　高齢者に面会をさせない
　福祉・保健・介護関係の担当者と会うのを嫌がる

高齢者が安心して暮らせる地域をつくるためには、身の安全を確保することはもちろん、その人が持つ権利を
守り、その人らしく暮らし続けていけることが大切です。

地域内でのあいさつや声掛けなどが「見守り・支え合い」となり、高齢者の生活や健康を守ることにつながります。 

高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
本
人
と
そ
の
家
族
の
人
間
関
係
や
介
護
疲
れ
、

経
済
的
な
問
題
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
起
き
ま
す
。
高
齢
者

本
人
や
そ
の
家
族
に「
虐
待
」と
い
う
認
識
が
な
い
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

虐
待
に
は
「
身
体
的
」、「
介
護
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）」、「
心
理
的
」、「
性

的
」、「
経
済
的
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
自
分
ひ
と

り
で
物
事
を
決
め
る
こ
と
が
難
し
い
人
の
権
利
を
守
る
仕
組
み
の
一

つ
と
し
て
、「
成
年
後
見
制
度
」
に
よ
る
支
援
が
あ
り
ま
す
。

９月は「新潟県高齢者見守り強化月間」です

【問合せ】地域ケア推進課 地域包括支援係☎757-3511

地域で見守り、支え合う

高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

■
高
齢
者
虐
待
発
見
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

■
成
年
後
見
人
な
ど
の
役
割
は
？

①
財
産
管
理

②
身
上
保
護

③
不
当
な
契
約
の

　
取
り
消
し

「虐待かも…」「このままでは虐待になってしまうかも…」
と気づいた時点で、次ページの相談窓口へ連絡してくだ
さい。相談者のプライバシーは守られます。
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◎
ケ
ア
プ
ラ
ン
ロ
ー
レ
ル
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）

令
和
７
年
か
ら
事
業
所
前
を
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
で
飾

り
つ
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
や
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

て
認
知
症
の
理
解
・

啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方

に
つ
い
て
学
び
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
見
守
り
、
支
援

す
る｟
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
｠

を
養
成
す
る
講
座
が
あ
り
ま

す
。
地
域
や
職
場
、
学
校
で

講
座
を
開
催
し
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
？
講
座
の
申
し
込
み
、

相
談
は
下
記
の
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
医
療
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好

園
、
ゆ
い
テ
ラ
ス
や
ま
や
、
妻
有
荘
、

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
な
ど
で
も
オ

レ
ン
ジ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

９月21日は世界アルツハイマーデー（認知症の日）

■高齢者虐待・成年後見制度・認知症サポーター養成講座に関する相談窓口

担当地域 電話番号
十日町北地域包括支援センター 中条・下条・川西 ☎761-7406
十日町東地域包括支援センター 十日町・新座・大井田 ☎755-5113
十日町中地域包括支援センター 川治・吉田 ☎755-5115
十日町南地域包括支援センター 水沢・中里 ☎758-2324
十日町西地域包括支援センター 松代・松之山 ☎597-3805
十 日 町 市 地 域 ケ ア 推 進 課 全域 ☎757-3511

認
知
症
に
つ
い
て

　
９
月
は
認
知
症
月
間
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て

も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
当

市
で
は
「
に
い
が
た
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。

【
十
日
町
市
や
市
内
事
業
所
の
取
り
組
み
】

■
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
：
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
を

　
オ
レ
ン
ジ
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
９
月
14
日
㈪
～
21
日（
月・祝
）

■
十
日
町
情
報
館 

認
知
症

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
：
認
知
症

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
認
知

症
に
関
す
る
書
籍
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

９
月
１
日
㈫
か
ら
９
月
30

日
㈬
ま
で

■
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
：
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を

咲
か
せ
る
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
実
施
施
設
の
紹
介

「
に
い
が
た

 

オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

新
潟
県
で
は
９
月
の
認
知
症
月

間
に
合
わ
せ
て
、
新
潟
県
内
各
地

を
認
知
症
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で

あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
で
彩
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
「
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
っ
て
い

く
」
と
い
う
思
い
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
認
知
症
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト「こころの耳」（厚生労働省）

こころの健康に関する相談窓口など

働く人やその家族、職場のメンタルヘルス対策に取り組む事業者
などに向けて、メンタルヘルスケアに関するさまざまな情報や相談
窓口を提供しています。

セルフケア方法や対応、体験記などの動画もあり、非常に役立つ
内容です。

市や県、国の相談窓口が掲載されています
また、市では精神科医や臨床心理士によるこころの相談会を実施

しています。こころの専門家に相談できる貴重な機会ですので、必
要時はぜひ利用してください。

何か変だと感じたら
早めの対応が大切です！
ひとりで悩まず、まずは
相談してください。

こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？

～
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で　
９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
で
す
～

【
問
合
せ
】
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保
健
係
☎
７
５
７
︱
９
７
６
４

十
日
町
市
は
国
や
県
に
比
べ
て
自
殺
死
亡

率
が
高
く
、
男
女
と
も
に
40
～
50
歳
代
、
高

齢
者
に
そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

40
～
50
歳
代
は
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
、
親
の

介
護
や
子
育
て
の
負
担
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
の
乱
れ
や
脳
の
老
化
な
ど
の
身
体
的
変
化

が
起
き
や
す
い
時
期
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

は
喪
失
体
験
、
身
体
の
病
気
や
老
化
、
社
会

的
な
役
割
喪
失
、
脳
の
微
細
な
変
化
な
ど
が

あ
り
、
う
つ
病
を
引
き
起
こ
す
要
因
が
重
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

自
殺
し
た
人
の
約
９
割
に
、
死
亡
時
何
ら

か
の
こ
こ
ろ
の
病
気
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

り
、
中
で
も
う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害
が
最

も
多
い
病
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
た
ま
っ
た
と
き
に
、

こ
こ
ろ
や
か
ら

だ
に
変
化
や
危

険
信
号
が
サ
イ

ン
と
し
て
現
れ

ま
す
。

【
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
サ
イ
ン
】

·

気
分
が
ひ
ど
く
落
ち
込
む

·

理
由
も
な
く
不
安
や
緊
張
が
強
ま
る

·

イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

·

何
を
す
る
に
も
や
る
気
が
出
な
い

·

眠
れ
な
い
ま
た
は
眠
り
す
ぎ
て
し
ま
う

·

食
欲
が
な
い
ま
た
は
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
う

·
頭
痛
・
腹
痛
、
だ
る
さ
が
続
く

·
動
悸
や
め
ま
い
が
す
る

【
う
つ
病
と
は
？
】

憂
う
つ
な
気
分
や
意
欲
低
下
な
ど
の
こ

こ
ろ
の
不
調
が
２
週
間
以
上
続
き
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
状
態

で
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、
便
秘
、
下
痢
な
ど

の
身
体
的
な
症
状
を
伴
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

気
に
な
る
症
状
な
ど
が
あ
れ
ば
、
た
め

ら
わ
ず
、
精
神
科
（
心
療
内
科
）
な
ど
の

専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

サ
イ
ン
に
早
め
に
気
づ
き
、
心
身
と
も

に
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

10市報とおかまち　令和８年９月号



問 産業政策課経営支援係☎757-3139

十日町の
仕事百景

キラリ輝く企業・ワーカーを紹介

w

株式会社のうランド
十日町市新宮甲1271番地2
☎758-3870
従業員数：17人
事業概要：水稲や果樹などの栽培、
観光栗園、加工品の販売など、多岐
に渡る事業を経営している。これま
で個々で行われていた生産工程を一
貫して行うことで、農業の価値向上
に取り組んでいる。

実家が農家だったことが背景にありますが、野球をやってい
たこともあり、泥まみれになることに慣れていたというのもあ
ります。農作業は大変ですが、休憩時間に見せるみんなの笑顔
や、生き生きと働く姿に魅力を感じ、「農業っていいな」と思っ
たことが原点です。

Q. この仕事についたきっかけは？

単に農作物を育てるだけでなく、地域社会の一員として土地
を守っていることを実感し、やりがいを感じています。また、
会社としても定期的に交流会をしたり、世代を超えたコミュニ
ケーションを大切にすることで、チームとしての結束力を築い
ています。

Q. やりがいを感じることは？

農業は自然が相手であり、決まった時間や休みが確保しにく
い点に苦労があります。その時々の状況に合わせた的確な判断
が求められるほかにも、自分たちの利益だけでなく、地域全体
を守りながら関わっていくことの難しさと責任を感じています。

Q. これまでの努力や苦労は？

農業は理想と現実のギャップがあり、大変なことも多い仕事
です。しかし、最初から完璧を求めず、失敗を繰り返しながら
経験を積んでほしいと思っています。まずは一歩踏み出し、実
際に触れることで、農業という仕事を好きになってくれると嬉
しいです。

Q. 次代を担う若者へのエール

失敗を恐れず、

まずは一歩踏み出してみる。

「仕事百景」の取材にご協力いただける市内企業を募集しています。
詳しくは、産業政策課までお問い合わせください（☎757-3139）

水沢出身。
地元の高校を卒業後、新潟県農業大学
校で２年間稲作を学ぶ。その後アメリ
カへ２年間の農場研修に赴き、帰国後
に実家の農業を継ぐ。34歳で黒沢集
団栽培組合の組合長に就任し、2021
年に将来を見据えて法人化。

宮澤　健太郎さん

生産現場にICTを導入し、圃場データ
をデジタルで管理するスマート農業へ

田植え機にはセンサーが搭載されており、
自車の位置を把握しながら作業を行う

地
域
に
根
ざ
し
た
大
規
模
農
業
を
展
開
し
、
生
産
か
ら

加
工
・
販
売
ま
で
幅
広
く
手
掛
け
て
い
る
「
の
う
ラ
ン
ド
」。

若
手
を
信
頼
し
て
任
せ
る
企
業
風
土
が
あ
り
、
20
代
の
若

手
や
外
国
人
も
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る
。

米
作
り
だ
け
で
な
く
、
観
光
・
体
験
農
業
や
加
工
品
の

販
売
ま
で
行
う
複
合
経
営
が
強
み
。

「
多
様
な
分
野
を
展
開
で
き
て
い
る
秘
訣
は
、
若
手
従

業
員
が
多
い
こ
と
」と
語
る
の
は
、代
表
取
締
役
の
宮
澤
氏
。

若
手
従
業
員
の
挑
戦
を
見
守
り
、
任
せ
る
こ
と
で
伸
び

伸
び
と
挑
戦
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。

若
手
農
業
家
３
人
が
立
ち
上
げ
た
同
社
は
、
同
じ
志
を

持
つ
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
、
日
々
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

『
失
敗
も
、
経
験
も
、
す
べ
て
が
力
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
き
農
業
家
た
ち
が
拓
く
未
来
。』

市報とおかまち　令和８年９月号11

連載コーナー



Vol.

6565
■問合せ＝十日町市観光協会☎757-3345

日本遺産を知って「究極の雪国 とおかまち」ゆきゆきまんの大冒険！ カードを集めよう

日本遺産「究極の雪国 とおかまち」の構成文化財を紹
介するカードが誕生しました。

豪雪に育まれてきた歴史と文化を伝える「着もの」「食
べもの」「建もの」「まつり」「美」の５つのものがたりを
カードでより身近に知ることができます。知らなかったス
ポットや、人におすすめしたくなるような地域の宝に出会
えるかもしれません。

　十日町市内に点在する対象の文化財の写真を
撮ったら、カード配布場所へ行き、撮影した写
真（スマホの画面でもＯＫ）をスタッフに見せ
て「究極の雪国カードをください」と伝えてく
ださい。カードは全部で38種類！「５つのも
のがたり」それぞれのカードを１枚以上集める
と特別なカードボックスがもらえます。

●十日町市博物館
●十日町市総合観光案内所（十日町駅）
●松代・松之山温泉観光案内所（まつだい駅）

詳細はこちら

カードの集め方

カード配布場所

大事なこと…
毎年９月１日は防災の日です。
災害時、聴覚に障がいのある人（ろう者・難聴者）は、

音による警報や呼びかけが届きにくく、情報が伝わりにく
い状況におかれることがあります。

いざというときに地域みんなで助け合えるよう、手話表
現を覚えてみませんか？

ワンポイント

■問合せ＝福祉課障がい福祉係
　　　　　☎757-3782

今回は防災にちなんだ手話表現
を紹介します。

Vol.30

心 つなぐを 手話
みんなの

左手の親指と小指を立て
て、その上に右手３指で

「く」を書く

訓練 （練習）

左手甲に掌を斜め上向き
にした右手指先を２回あ
てる

胸前から掌を前に向けて
立てた右手を押し出し、

避難防　災

両手拳を体の脇で交互に
前後させ、走るしぐさを
する

12市報とおかまち　令和８年９月号
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市公式インスタグラムでもまちの話題を紹介しています。

市ホームページでは全ページの写真をフルカラーで掲載
しています。市報とおかまち電子版もぜひご覧ください。

夏の清津川を遊び尽くせ！
８月14日㈮：清津川フレッシュパーク

夏の楽しみが詰まった「清津川さかなまつり」と「清津川・川っ
ぺり音楽祭」が開催され、多くの人が訪れました。さかなまつり

では、子どもたちが川に放された魚の
つかみ取りに挑戦。魚を怖がってなか
なか手を伸ばせない子や、ぬるぬるし
てつかめず苦戦する子がいる一方、果
敢に魚を追い掛ける子もいて、会場には子どもたちの歓声と大人たちの笑い声が響き
渡りました。夕方からは川っぺり音楽祭が始まり、訪れた人たちは食事を楽しみなが
ら生演奏に耳を傾け、夏の夜のひとときを心地よい音楽に包まれながらゆったりと過
ごしました。

イタリア・コモ市の留学生が十日町の夏を満喫　― 第17回交換留学生受け入れ ―
８月16日㈰～28日㈮：市内

第17回目となる交換留学生の受け入れとして、姉妹都市であるイタ
リア・コモ市から、ピエトロ・ボルギさん（19歳）とマルティナ・シー
ルさん（21歳）が８月16日から28日までの間、当市を訪れました。

８月25日には十日町おおまつりにも参加。浴衣に身を包み、露店や
俄を見学しながら、当市の夏祭りを存分に楽しみました。

十日町市とコモ市は、ともに織物の産地という共通点をきっかけに
1975年に姉妹都市提携を締結。長年にわたり続いてきた交換留学制度
のもと、これまで多くの若者が互いの地を訪れています。

伝統の熱気が街を包む　歓声と笑顔あふれる夏の３日間
８月25日㈫～27日㈭：十日町市街地周辺

十日町総鎮守諏訪神社の秋季例大祭「十日町おおまつり」が開催され、市街地は多
くの見物客で賑わいました。

初日は明石万灯や民謡流しが行われ、熱気あふれる掛け声と華やかな踊りが街を活
気づけました。２日目は重量約800キロの「八角みこし」が発輿したほか、上町・宮下・
下町による「三俄競演」が披露され、舞踊やお囃子の競演に大きな拍手が送られまし
た。最終日は巡行を終えた八角みこしが諏訪神社へ戻る「荒みこし」が行われ、担ぎ
手たちの熱意あふれるもみ合いが繰り広げられました。伝統を受け継ぐ活気に包まれ、
世代を超えた地域の一体感と笑顔があふれるまつりになりました。

「おいよい」の掛け声とともに町内を練り歩く八角神輿明石万灯・民謡流し

夏の空を彩る奉納煙火

市報とおかまち　令和８年９月号13



千
円
（
段
サ
ポ
５
０
０
円
割
引
券

使
用
可
能
・
当
日
５
０
０
円
増
）

※
車
椅
子
希
望
者
は
購
入
時
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

内
銘
器
１
９
１
２
年
製
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
「
Ｃ
Ｄ
７

５
」
を
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
渡
邊
智
道

が
演
奏
し
ま
す
。

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
段
十
ろ
う
ほ
か

会
・
問
段
十
ろ
う
（
☎
７
５
７
―
５

０
１
１
）

雪
国
観
光
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
世
界
か
ら
見
た
雪
国
文
化
の
価
値
と
は
」

日
９
月
20
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～
4

時
30
分

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階
講
堂

定
40
人

内
第
１
部
：
基
調
講
演「
外
国
人
ガ

イ
ド
の
視
点
か
ら
考
え
る
雪
国
文

化
」、第
２
部
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン「
雪
国
文
化
で
ど
う
付
加

価
値
を
繋
げ
て
い
く
の
か
」

〆
９
月
17
日
㈭

申
詳
細
・
申
込
み
は
左
記
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
５

―
７
７
２
―
２
７
９
３
）

第
37
回
消
防
・
防
災
ひ
ろ
ば

日
９
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
２

時
（
荒
天
中
止
）

会
消
防
本
部

内
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
、
消
防
車
乗

車
体
験
、
煙
の
疑
似
体
験
、
東
北

電
力
高
所
作
業
車
搭
乗
体
験
、
災

害
救
助
犬
デ
モ
の
ほ
か
、
良
品
計

画
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
な
ど
の
防
災

ブ
ー
ス
の
出
展

問
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
７
５
７
―

１
５
５
７
）
ま
た
は
防
災
安
全
課

（
☎
７
５
７
―
３
１
９
７
）

千
手
発
電
所
一
般
公
開
＆

十
日
町
す
こ
や
か
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
合
同
イ
ベ
ン
ト

日
9
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
3

時（
最
終
入
場
は
午
後
2
時
30
分
）

※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

会
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
手
発
電
所
、
十
日

町
す
こ
や
か
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

内
発
電
所
見
学
、ミ
ニ
新
幹
線
、高
所

作
業
車
体
験
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

他
十
日
町
す
こ
や
か
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

で
は
バ
タ
ー
づ
く
り
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
（
全
5
回
、
各

回
20
人
ま
で
）。
午
前
実
施
分
は
受

付
午
前
10
時
～
、
午
後
実
施
分
は

受
付
正
午
～
（
そ
れ
ぞ
れ
先
着
順
）

催
し
・
講
座

段
十
ろ
う
か
ら
の
お
知
ら
せ

【Light &
 Lounge C

oncert 

in 

光
り
織
】

日
9
月
19
日
㈯
午
後
６
時
30
分
～
８

時
30
分

内
生
演
奏
を
楽
し
む
音
楽
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も

あ
り
ま
す
。

持
シ
ー
ト
、イ
ス
、ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

他
車
は
第
二
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
渡
邊
智
道 

新
ア
ル
バ
ム
公
開
収
録

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル 

in 

十
日
町
】

日
11
月
17
日
㈫
午
後
7
時
開
演
（
開

場
は
午
後
6
時
30
分
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売（
２
階
席
の
み
）＝

一
般
：
9
月
17
日
㈭
午
前
9
時
～

￥
全
席
自
由
：
2
千
円
、
25
歳
以
下

博物館秋季特別展 野首遺跡出土品 重要文化財指定記念
「縄文の十字路 野首遺跡
－『国宝 仮面の女神』が語る交流の深層」

問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所
（
☎

０
２
５
８
―
８
２
―
２
７
０
２
）

北
越
急
行
㈱
か
ら

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

【
ほ
く
ほ
く
ま
つ
り
２
０
２
６
】

日
9
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
3

時
30
分

会
十
日
町
駅
西
口
公
園

内
沿
線
市
町
の
名
産
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
販
売
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

問
北
越
急
行
㈱
経
営
企
画
課
（
☎
０

２
５
―
７
７
５
―
７
１
２
６
）

【
コ
ン
コ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ
】

日
10
月
4
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
コ
ン
コ
ー
ス

内
手
作
り
雑
貨
な
ど
が
並
ぶ
駅
マ
ル

令和８年の新指定重要文化財として答申された野首遺跡出土品は、縄文
時代中期前葉から後期中葉にかけての周辺地域との交流をよく示していま
す。長野県・群馬県・福島県・新潟県内の遺跡から出土した資料を展示し、
これらの地域との交流や関連性、野首遺跡出土品の魅力に迫ります。
日10月10日㈯～11月23日㈪㈷
休月曜日（祝日は翌平日）
￥1,100円（団体20人以上1,000円、中学生以下無料）
　※常設展も見学可

日11月14日㈯午後１時30分～３時
￥300円（特別展の観覧は別途有料）
定40人（要申込み）
講守矢昌文さん（茅野市尖石縄文考古館特別館長）

〈共通〉
会・申・問博物館（☎757-5531）

記念講演会

国宝「土偶」（仮面の
女神）写真提供：茅
野市尖石縄文考古館

14市報とおかまち　令和８年９月号

休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

お知らせ
ガイド

本紙に掲載しているイベント・催し・
相談などでも、中止・延期となること
があります。最新情報は、それぞれ問
い合わせ先へ確認してください。

募
　
集

福
祉・健
康

催
し・講
座

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し・相
談



※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

午
後
３
時
～
※
各
回
１
時
間

会
角
屋
社
屋
別
館

￥
５
０
０
円

定
各
回
先
着
10
人

〆
10
月
３
日
㈯

申
・
問
角
屋
㈱
（
☎
７
５
７
―
８
１

３
１
）

【
国
重
要
文
化
財「
星
名
家
住
宅
」】

日
10
月
17
日
㈯
①
午
前
10
時
30
分
～

②
午
後
１
時
30
分
～
③
午
後
３
時

～
※
各
回
１
時
間

会
星
名
家
住
宅

￥
６
０
０
円

定
各
回
先
着
15
人

〆
９
月
30
日
㈬

申
・
問
文
化
財
課（
☎
７
５
７
―
５
５

３
１
）

〈
共
通
〉

他
事
前
申
込
制
・
自
由
見
学
や
当
日

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。詳
細
は
申

込
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

市
民
活
動
ひ
と
サ
ポ
ま
つ
り

め
っ
か
め
っ
か
２
０
２
６

日
９
月
27
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
２

時
（
展
示
は
９
月
20
日
㈰
～
27
日

㈰
午
前
９
時
～
午
後
９
時
※
最
終

日
は
午
後
２
時
ま
で
、
十
じ
ろ
う

ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

休
火
曜
日

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
分
じ
ろ
う
」、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
十
じ
ろ
う
」

シ
ェ
で
す
。

問
北
越
急
行
㈱
営
業
課
（
☎
７
５
０

―
１
２
５
１
）

博
物
館
登
録
記
念
事
業

キ
ョ
ロ
ロ
出
張
自
然
観
察
会

日
9
月
23
日
㈬
㈷
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

会
笹
山
遺
跡
広
場

定
20
人

内
学
芸
員
た
ち
と
生
き
物
を
採
集

し
、
標
本
と
し
て
記
録
す
る
自
然

観
察
会
で
す
。
今
回
は
、
笹
山
遺

跡
で
草
地
の
生
き
物
を
探
し
ま
す
。

問
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎
５

９
５
―
８
３
１
１
）

詳細は
こちら

第
13
回 

古
民
家
で
野
の
花
展

入
場
無
料

日
９
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時

会
奴
奈
川
姫
の
家
（
松
代
室
野
）

問
野
の
花
を
活
け
る
会
・
岩
田（
☎
０

９
０
―
５
２
５
５
―
９
６
９
９
）

特
別
公
開
の
お
知
ら
せ

【
国
登
録
有
形
文
化
財「
角
屋
社
屋
別
館
」】

日
10
月
４
日
㈰
①
午
前
10
時
30
分
～

②
午
後
１
時
～
③
午
後
２
時
～
④

定
先
着
20
組

講
フ
ジ
タ
ド
ッ
グ
ス
ク
ー
ル
、
ミ
ズ

オ
チ
ド
ッ
グ
ス
ク
ー
ル

〆
10
月
9
日
㈮

〈
共
通
〉

持
チ
ェ
ー
ン
カ
ラ
ー
、
リ
ー
ド
、
排

泄
ケ
ア
用
品
、
犬
の
お
や
つ
、
狂

犬
病
予
防
注
射
お
よ
び
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
証
明
書
（
し
つ
け
方
教

室
に
参
加
す
る
と
き
）

申
・
問
越
後
妻
有
動
物
愛
護
協
会
事

務
局
（
十
日
町
保
健
所
内
・
☎
７

５
７
―
２
７
０
７
）
※
わ
ん
わ
ん

運
動
会
は
申
込
み
不
要

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら

　

10
月
の
情
報
番
組
で
す
。

●
投
影
日
＝
第
１
・
第
２
日
曜
日
午

前
11
時
～
（
約
35
分
間
）

会
ユ
ー
モ
ー
ル
２
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

￥
高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
中
学
生
以

下
１
０
０
円
（
小
学
生
未
満
無
料
）

定
34
人

内
10
月
の
星
空
散
歩
・
宇
宙
の
規
則

を
探
し
て
〜
チ
チ
ウ
ス
・
ボ
ー
デ

の
法
則
〜

問
中
里
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
☎
７
６
３
―
２
５
２
６
※
平
日

午
前
）、ユ
ー
モ
ー
ル
事
務
局
（
☎

７
６
３
―
２
４
１
４
）

内
市
内
活
動
市
民
団
体
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
屋
台
販
売
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
活
動
紹
介
・
作
品
展
示
な
ど

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ひ
と
サ
ポ
（
☎
７
６
１
―
７

４
４
４
）

越
後
妻
有
動
物
愛
護
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
２
０
２
６
わ
ん
わ
ん
運
動
会
in
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
】

日
10
月
４
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２

時
30
分
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
特
設
芝
生
ひ
ろ
ば

対
愛
犬
と
飼
い
主

￥
２
千
円
／
頭

定
先
着
40
組

内
お
手
お
か
わ
り
ゲ
ー
ム
、
恋
・
来

い
ゲ
ー
ム
、
短
距
離
競
走
な
ど

　

※
変
更
す
る
こ
と
あ
り

他
中
止
の
と
き
は
、
当
日
午
前
７
時

ま
で
に
十
日
町
保
健
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
家
庭
犬
し
つ
け
方
教
室
】

日
10
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮
午
後
７
時

～
８
時
30
分

会
十
日
町
保
健
所
正
面
駐
車
場

対
愛
犬
を
飼
育
し
、し
つ
け
に
興
味
が

あ
る
人（
愛
犬
：
登
録
、狂
犬
病
予

防
注
射
お
よ
び
混
合
ワ
ク
チ
ン
５

種
以
上
）
を
接
種
し
て
い
る
こ
と

￥
２
千
円

市報とおかまち　令和８年９月号15
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シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
絵
本
ラ

イ
ブ
。
原
画
展
も
同
時
開
催

〈
共
通
〉

会
・
申
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０
―

５
１
０
０
）

募　
集

せ
ん
だ
元
気
ハ
ウ
ス

冬
期
入
居
者
募
集

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
冬
期
間
の

自
宅
で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
高

齢
者
な
ど
（
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
、
自
立
し

た
日
常
・
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
人
）

●
施
設
住
所
＝
中
仙
田
甲
８
２
６
―
３

●
募
集
戸
数
＝
１
人
部
屋
６
帖
Ｄ

Ｋ
：
５
室

￥
1
万
円
／
月
※
光
熱
水
費
別

●
入
居
期
間
＝
11
月
～
４
月
の
間
の

５
か
月
以
内

〆
10
月
２
日
㈮

申
・
問
川
西
支
所
地
域
振
興
課
（
☎

７
６
８
―
４
９
５
１
）

生
誕
地
ま
つ
り

魚
沼
新
米
大
食
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

参
加
チ
ー
ム
募
集

日
10
月
11
日
㈰
午
前
11
時
30
分
〜
正
午

第
34
回 

ふ
れ
愛
な
か
じ
ょ
う

公
民
館
ま
つ
り

日
／
内
10
月
３
日
㈯
午
後
５
時
～
８

時
30
分
／
食
堂
、売
店
、花
火
大
会

（
午
後
７
時
か
ら
中
条
公
民
館
裏

の
田
ん
ぼ
付
近
）、10
月
４
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
３
時
／
作
品
展

示
、や
ま
て
物
産
販
売
、芸
能
発
表

会
、防
犯
講
演
会
、抽
選
会
な
ど

会
・
問
中
条
公
民
館
（
☎
７
５
２
―

２
７
４
８
）

情
報
館
で
行
わ
れ
る
催
し
・
講
座

【
パ
ソ
コ
ン
講
習 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
】

日
10
月
15
日
㈭
・
20
日
㈫
・
22
日
㈭

午
後
7
時
～
9
時
（
全
３
回
）

対
文
字
入
力
、
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

￥
４
千
円

【
映
画
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
上
映
会
】

日
10
月
18
日
㈰
〈
字
幕
版
〉
午
前
10

時
～
正
午
、〈
吹
替
版
〉
午
後
２

時
～
４
時
（
２
回
上
映
）

定
各
回
先
着
93
人
（
要
事
前
申
込
）

●
出
演
＝
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ

ー
ン

【
中
川
ひ
ろ
た
か
の
絵
本
っ
て
お
も

し
ろ
い
！
】

日
10
月
31
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～
3

時
30
分

定
90
人
（
要
事
前
申
込
）

内
中
川
ひ
ろ
た
か
さ
ん（
絵
本
作
家
・

会
お
か
め
市
特
設
ス
テ
ー
ジ

対
中
学
生
以
上
２
人
１
組

定
先
着
５
チ
ー
ム

〆
９
月
25
日
㈮

他
完
食
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
優
勝

チ
ー
ム
に
新
米
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
・
問
高
田
町
1
丁
目
商
店
街
振
興

組
合
・
柳
（
☎
７
５
７
―
２
４
４

０
）
ま
た
は
左
記
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

市
民
か
つ
ど
う
教
室「
学
じ
ろ
う
」

第
３
期
受
講
生
募
集

●
期
間
＝
11
月
〜
令
和
９
年
１
月

会
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
十
じ
ろ
う
」

対
市
民
（
初
心
者
向
け
）
※
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
の
教
室
あ
り

定
先
着
各
10
人
程
度（
半
数
に
満
た
な

い
と
き
は
中
止
あ
り
）※
新
規
の
人

優
先
、
継
続
の
人
も
申
込
み
可

￥
３
千
円
※
教
室
に
よ
っ
て
材
料
費

な
ど
別
途
徴
収
あ
り

内
デ
ッ
サ
ン
、
書
道
、
エ
コ
ク
ラ
フ

ト
か
ご
バ
ッ
グ
、モ
ル
タ
ル
造
形
、

囲
碁
、
刺
し
ゅ
う
、
生
け
花
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
・
ジ
オ
ラ
マ
造
り
、
茶

道
、
き
も
の
着
付
け
、
ス
キ
ン
ケ

ア
講
座
、
あ
み
物
、
健
康
マ
ー
ジ

ャ
ン
、
生
成
Ａ
Ｉ

〆
９
月
30
日
㈬
午
後
７
時

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ひ
と
サ
ポ
（
☎
７
６
１

―
７
４
４
４
）
※
火
曜
定
休

妻
有
ボ
ッ
チ
ャ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

日
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
川
治
小
学
校
体
育
館

￥
初
回
・
体
験
は
無
料
。
ク
ラ
ブ
へ

の
加
入
後
は
、
保
険
加
入
と
参
加

費
１
回
１
０
０
円

内
ボ
ッ
チ
ャ
を
通
し
て
健
康
維
持
・

地
域
交
流

持
上
履
き
、飲
み
物
、動
き
や
す
い
服
装

問
妻
有
ボ
ッ
チ
ャ
ク
ラ
ブ
・
元
井（
☎

０
９
０
―
６
９
５
２
―
９
２
１
１
）

福
祉
・
健
康

10
月
の
全
血
献
血

●
十
日
町
砂
利
株
式
会
社
＝
８
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

＝
８
日
㈭
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

救
命
入
門
コ
ー
ス（
45
分
コ
ー
ス
）

日
10
月
11
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
10

時
15
分

会
消
防
本
部

　清津峡渓谷トンネ
ルは10月１日で開坑
30年を迎えます。
　この機会に、ぜひ
お越しください。
対十日町市民
●期間＝９月24日㈭〜10月７日㈬（平日限定）
●入坑方法＝受付で十日町市在住である証明書
（免許証、マイナンバーカードなど）を提示

￥高校生以上600円、小中学生400円（現金の
み）※障がい者手帳などを持っている人は無
料

他期間中、毎日先着30人に記念タオルを進呈
（数量限定）

問清津峡渓谷トンネル（☎763-4800）

清津峡渓谷トンネル開坑30周年
市民特別優待

16市報とおかまち　令和８年９月号

休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
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第33回 ゆずりますゆずってください「ゆずります」品物募集
〜捨てればゴミ、リユースでエコ！〜

●注意
・ゆずる人（出品者）、ゆずり受ける人（当選者）間でお

互いの連絡先を開示することを承諾してください。
・出品後は、ゆずり受ける人（当選者）が決定するまで、

品物の処分・譲渡・売却などを行わないでください。
・リユース活動促進が趣旨のため、営利目的での応募はご

遠慮ください。
対十日町市に住んでいる人
〆９月24日㈭午後４時
申所定の用紙（市消費者協会事務局・各支所地域振興課に

配置、市ホームページからダウンロード可能）に品物の
詳細など必要事項を記入し、写真を添付して持参・郵送・
Webフォームから申請

問市消費者協会事務局（市消費生活セン
ター内・☎757-3740）

　※受付は平日午前９時〜午後４時

●募集する物品＝次の項目に該当しない
もの（判断に困ったときは問い合わせ
てください）

【取扱対象外物品】
・家電リサイクル法対象製品：エアコン、

テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣
類乾燥機

・長期保存で品質変化するもの：動植物、
食品、堆肥など

・取扱いに資格が必要なもの：医薬品、
農薬、灯油など

・法律に反するもの：違法コピー商品など
・故障しているもの：修理・修繕しなけ

れば使用できないもの
・その他：使用済み衣類、貴金属、金券、

車、バイク、農機具、タイヤ、パソコ
ンほか消費者協会が認めないもの

詳細はこちら
（市ホームページ）

対
小
学
５
年
生
以
上

定
20
人
※
３
人
以
下
の
と
き
は
中
止

ま
た
は
次
回
以
降
の
開
催
日
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
の

短
時
間
講
習

申
・
問
消
防
本
部
警
防
課
救
急
室（
☎

７
５
７
―
１
５
５
８
）

令
和
８
年
度 

第
１
回 

魚
沼
基

幹
病
院
セ
ミ
ナ
ー

今
年
度
、
魚
沼
圏
域
に
も
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
・
ダ
ビ
ン
チ
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
ダ
ビ
ン
チ
を
使
っ
た
泌

尿
器
科
の
手
術
に
つ
い
て
専
門
医
が

解
説
し
ま
す
。

日
10
月
18
日
㈰
午
後
３
時
～
（
受
付

は
午
後
２
時
30
分
～
）

会
魚
沼
基
幹
病
院

定
約
80
人

講
大
澤
崇
宏
さ
ん
（
新
潟
大
学
病
院

泌
尿
器
科
教
授
）
ほ
か

問
魚
沼
基
幹
病
院
総
務
係
（
代
表
・

☎
０
２
５
―
７
７
７
―
３
２
０
０
）

詳細は
こちら

映
画
上
映
会
「
ピ
ア
」

～
ま
ち
を
つ
な
ぐ
も
の
～

日
10
月
24
日
㈯
午
後
２
時
開
始
（
開

場
・
受
付
は
午
後
1
時
40
分
～
）

会
情
報
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

定
先
着
93
人

内
若
手
医
師
が
専
門
職
と
連
携
し
て

在
宅
医
療
に
取
り
組
む
物
語
で
す
。

申
・
問
市
中
魚
沼
郡
医
師
会
（
☎
７

５
２
―
３
６
０
６
・
月
～
金
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
４
時
）
※
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み
も
可

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た

生
活
保
護
費
の
追
加
給
付

平
成
25
年
に
行
わ
れ
た
生
活
扶
助

基
準
改
定
を
違
法
と
し
た
最
高
裁
判

決
に
伴
い
、
国
が
定
め
た
新
た
な
基

準
と
当
時
の
基
準
と
の
差
額
分
を
追

加
給
付
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯
＝
平
成
25
年
８
月
か
ら

令
和
８
年
３
月
31
日
の
間
に
十
日

町
市
で
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

た
世
帯
（
平
成
30
年
10
月
以
降
の

期
間
は
一
定
期
間
入
院
し
て
い
た

人
、
救
護
施
設
に
入
所
し
て
い
た

人
、
障
害
者
加
算
や
期
末
一
時
扶

助
が
算
定
さ
れ
て
い
た
世
帯
な
ど

が
対
象
）

●
手
続
き

【
生
活
保
護
受
給
中
世
帯
】

手
続
き
不
要
で
、
７
月
～
８
月
に

か
け
て
支
給
済
み
で
す
。

【
生
活
保
護
廃
止
世
帯
】

当
時
の
世
帯
主
か
ら
福
祉
事
務
所

へ
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。
申
し
出

期
限
は
令
和
９
年
７
月
31
日
で
す
。

申
し
出
か
ら
約
１
か
月
で
給
付
額
を

計
算
し
支
給
し
ま
す
（
申
出
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ま
た
は
窓
口
に
設
置
）。

問
市
福
祉
事
務
所
（
福
祉
課
援
護
係

内
・
☎
７
５
７
―
９
７
３
９
）

子
育
て

10
月
９
日
㈮
は
児
童
手
当

定
期
支
払
日

８
・
９
月
分
の
児
童
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

く
る
る
で
う
た
お
う
！

親
子
な
か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト

日
10
月
14
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時

対
就
学
前
の
こ
ど
も
と
保
護
者

定
親
子
40
組

内
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
や
歌
遊
び
、

手
遊
び
な
ど
（
わ
た
じ
ん
楽
器
出

張
コ
ン
サ
ー
ト
）

講
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室

会
・
申
・
問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

く
る
る（
☎
７
５
７
―
１
０
０
８
）
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

講
習
会
＆
提
供
会
員
募
集

日
10
月
26
日
㈪
午
後
１
時
～
４
時
、

30
日
㈮
午
前
９
時
～
正
午

会
市
役
所
防
災
庁
舎
２
階
大
会
議
室

対
提
供
会
員
（
新
規
登
録
者
、
登
録

希
望
者
、
既
登
録
者
）

定
15
人

内
こ
ど
も
の
事
故
と
応
急
手
当
、
絵

本
の
あ
る
子
育
て
な
ど

〆
10
月
15
日
㈭

申
・
問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
く
る
る
内
・
☎
７
５
７
―

１
０
０
８
）

ス
ポ
ー
ツ

秋
の
あ
て
ま
の
森
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
10
月
17
日
㈯
午
前
10
時
（
受
付
は

午
前
9
時
～
）
※
雨
天
決
行

会
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー

￥
４
千
円
、中
学
生
以
下
３
千
円（
保

険
料
・
入
浴
料
・
ラ
ン
チ
券
付
き
）

定
40
人

内
の
ん
び
り
散
策
グ
ル
ー
プ
：
約
５
km

早
歩
き
探
索
グ
ル
ー
プ
：
約
６
km

〆
10
月
９
日
㈮

他
レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル
無
料

問
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス

（
☎
７
５
２
―
３
１
０
３
・
Ｆ
７

５
２
―
３
１
９
３
）
※
電
話
受
付

時
間
は
平
日
正
午
～
午
後
1
時

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

敬
老
の
日
無
料
開
放

日
９
月
21
日
㈪
㈷

内
水
中
歩
行
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
・
ア

ク
ア
ヨ
ガ
の
体
験

〆
９
月
20
日
㈰

他
10
月
12
日
㈪
㈷
施
設
無
料
開
放

会
・
申
・
問
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）
※
左

記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申
込
み
可

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会

日
10
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

（
受
付
は
午
前
9
時
45
分
～
）

会
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場

（
雨
天
時
は
吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

定
50
人

持
着
替
え
、
飲
み
物
な
ど

〆
10
月
14
日
㈬

申
・
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５

６
―
５
０
１
３
）

く
ら
し
・
相
談

９
月
の
納
税
・
納
付

９
月
は
固
定
資
産
税
第
３
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
３
期
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料

第
６
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限
（
９

月
30
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
☎
７
５
７
―
３
７
２

８
）・
市
民
生
活
課
（
☎
７
５
７

―
３
７
３
５
）・
福
祉
課
（
☎
７

５
７
―
３
７
５
７
）

10
月
の
休
館
日

●
段
十
ろ
う
＝
第
２
・
４
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
第
２
・
４
㈪

●
博
物
館
＝
５
日
㈪
・
13
日
㈫
・
19

日
㈪
・
26
日
㈪

●
ま
つ
だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン

タ
ー
「
農
舞
台
」・
ま
つ
だ
い
郷

土
資
料
館
＝
毎
週
㈫
・
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
20
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
28
日
㈬

●
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
中
里
体
育

館
）
＝
13
日
㈫

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫
・
14
日
㈬
～

16
日
㈮

●
分
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

●
十
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

川
西
診
療
所
の
診
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す

医
師
の
交
代
に
伴
い
、
10
月
か
ら

歯科検（健）診を受けましょう

年齢 生年月日
20歳 平成18年４月２日～平成19年４月１日
30歳 平成８年４月２日～平成９年４月１日
40歳 昭和61年４月２日～昭和62年４月１日
50歳 昭和51年４月２日～昭和52年４月１日
60歳 昭和41年４月２日～昭和42年４月１日
70歳 昭和31年４月２日～昭和32年４月１日

【歯周病検（健 ）診】
対下表のとおり

年齢 生年月日
76歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日
80歳 昭和21年４月２日～昭和22年４月１日

【後期高齢者歯科健診】
対下表のうち市の後期高齢者医療制度加入者

歯と口の健康を保つために、１年に１回は歯科健診を受けましょう。市で
は対象年齢を定めて無料の歯科検（健）診を実施しています。

〈共通〉
●受診方法＝受診券（５月

下旬に市から発送済み）
を持参して、市内協力歯
科医院で個別に受診して
ください（要事前予約）。

●期間＝12月31日㈭まで
※歯科医院診療日のみ

申・問健康づくり推進課母
子保健係（☎757-9759）

生涯自分の
歯でおいしく
食べよう！

診
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す
。

●
受
付
＝
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
４

時
30
分

※
第
２
・
４
金
曜
日
休
診
、
そ
の
前

日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
の
受
付

●
医
師
＝
月
曜
日
の
午
前
中
は
藤
川

医
師
ま
た
は
桑
原
医
師
、
そ
れ
以
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※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

産後ケア事業 ～産後のお母さんを応援します～
問健康づくり推進課母子保健係（☎757-9759）

出産後に安心して子育てできるよう、医療機関で体を休めながら授乳指導や育児相談などが受けられま
す。「自宅に帰っても手伝ってくれる人がいない」、「初めての子育てで不安」、「少し休みたい」などの悩
みがあるときはぜひ活用してください。
対市内に住所があるお母さんと赤ちゃん
内お母さんと赤ちゃんの健康管理、乳房管理および生活面の指導、沐浴や授乳の育児指導、そのほか必要

とする保健指導など
実施医療機関 住所 対象月齢

たかき医院
☎758-2361 馬場丙1550番地１ 原則生後３か月未満

小千谷総合病院（４階西病棟）
☎0258-81-1600（代表）

小千谷市大字
平沢新田111番地

宿泊型：原則生後１か月未満
日帰り型：原則生後４か月未満
※沐浴は１か月未満のみ

●実施医療機関・
　対象月齢

●利用方法・
　費用など 利用方法 利用できる

期間
母子１組１日あたり自己負担額

課税世帯 非課税・生活保護世帯
宿泊型（ショートステイ） 合わせて

最長７日
3,000円 無料

日帰り型（デイサービス） 1,000円 無料
※その他サービスを利用したときは、自己負担額のほかに費用が発生することがあります。
申実施医療機関へ直接お申し込みください。相談をした上で利用開始になります。

外
は
藤
川
医
師

問
川
西
診
療
所（
☎
７
６
８
―
２
０
３
４
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
開
庁
の
お
知
ら
せ

平
日
の
夜
間
や
休
日
に
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
電
子
証
明
書
の
更
新
や

異
動
な
ど
が
伴
う
手
続
き
は
不
可
）。

日
／
会

・
夜
間
（
午
後
７
時
30
分
ま
で
）
＝

9
月
24
日
㈭
、
10
月
8
日
㈭
／
本

庁
の
み

・
休
日
（
午
前
9
時
～
正
午
）
9
月

27
日
㈰
／
本
庁
、
10
月
4
日
㈰
／

川
西
・
松
之
山
支
所
、
10
月
17
日

㈯
／
中
里
・
松
代
支
所

申
・
問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７

５
５
―
５
１
５
４
）・
各
支
所
地

域
振
興
課
市
民
係
へ
電
話
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

最新の日程は
市ホームペー

ジを確認

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

シ
ス
テ
ム
停
止
の
お
知
ら
せ

シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
に
伴
い
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ら
く

ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

一
部
を
停
止
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
停
止
日
＝
10
月
1
日
㈭
午
後
５
時

～
８
時
、
10
月
15
日
㈭
午
後
５
時

～
10
時
、
10
月
30
日
㈮
午
後
５
時

～
11
月
2
日
㈪
午
前
9
時

●
交
付
を
停
止
す
る
証
明
書
＝
全
証

明
書
（
戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項

証
明
書
、
附
票
の
写
し
（
全
部
・

個
人
）、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
各
種
税
証
明
書
）

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５
７

―
５
１
５
４
）

停
電
の
お
知
ら
せ

日
９
月
25
日
㈮
・
11
月
14
日
㈯
午
前

３
時
～
３
時
10
分

対
中
里
地
域
全
域
※
貝
野
地
区
除
く

内
送
電
線
な
ど
の
定
期
点
検・補
修
作
業

問
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
長
岡

電
力
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
８
―

３
２
―
１
４
２
０
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
次
の
方
針

（
案
）に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

・
魅
力
あ
る
十
日
町
市
立
中
学
校
づ

く
り
方
針
（
案
）

●
期
間
＝
９
月
11
日
㈮
か
ら
10
月
7

日
㈬
ま
で

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い

問
教
育
総
務
課（
☎︎
７
５
７
―
３
１
１
８
）
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令
和
８
年
度
分 

年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
請
求
手
続
き

新
た
に
対
象
に
な
る
人
に
は
、９
月

初
旬
ご
ろ
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。同
封
の
は

が
き（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請

求
書
）に
記
入
し
、早
め
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給

す
る
人
は
、年
金
の
請
求
手
続
き
と

併
せ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５

７
０
―
０
５
―
４
０
９
２
）

住
宅
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
早

め
の
準
備
・
依
頼
が
大
切
で
す

雪
下
ろ
し
を
建
設
業
者
な
ど
へ
お

願
い
し
た
い
と
き
は
、
必
ず
降
雪
前

に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
事
前
に
依
頼

先
を
決
め
、
作
業
方
法
や
注
意
事
項

な
ど
を
確
認
し
て
お
く
と
安
心
で

す
。
要
援
護
世
帯
で
依
頼
先
が
見
つ

か
ら
な
い
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
☎
７

５
７
―
９
９
３
５
）

空
き
家
に
野
生
動
物
が

侵
入
し
て
い
ま
せ
ん
か

空
き
家
の
天
井
に
シ
ミ
が
あ
り
、

悪
臭
が
す
る
と
き
は
野
生
動
物
の
糞

尿
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北信越女子サッカーリーグホーム最終戦です。試
合に勝って、一緒に稲穂ダンスを踊りましょう。皆
さんの熱い声援よろしくお願いします。
日９月22日（火・祝）午後２時キックオフ
会当間多目的グラウンド

〈共通〉
問fc-echigotsumari@tsumari-artfield.com

FC越後妻有 ホームゲーム＆体操教室
ホームゲーム無料観戦

みんなで楽しく心も身体もリフレッシュ！
R-body監修のストレッチで自分の身体と向き合

いませんか。
日／会９月14日㈪午前９時〜10時／奴奈川キャン

パス、９月28日㈪午前10時〜11時／明石の湯
￥500円
持動きやすい服装、室内シューズ、タオル、飲み物
申二次元コードから申込み

体操教室

放
置
す
る
と
天
井
が
抜
け
落
ち
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
こ
ま
め
な
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。
駆
除
依
頼
や
相
談

は
（
一
社
）
新
潟
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
協
会
（
☎
０
２
５
―
２
２
９

―
６
４
６
４
）

問
都
市
計
画
課
特
定
空
家
対
策
係

（
☎
７
５
５
―
５
２
１
６
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金 

公
募
助
成

令
和
８
年
度
に
地
域
福
祉
な
ど
を

推
進
す
る
民
間
団
体
、
自
治
会
な
ど

に
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

●
助
成
額
＝
１
団
体
10
万
円
ま
で

●
応
募
期
間
＝
９
月
14
日
㈪
か
ら
11

月
13
日
㈮
ま
で

問
十
日
町
市
共
同
募
金
委
員
会
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
・
☎
７
５
０

―
５
０
１
０
）

海
外
か
ら
の
不
審
な
電
話

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

＋
１
や
＋
44
な
ど
「
＋
」
か
ら
始

ま
る
電
話
番
号
は
海
外
か
ら
の
ダ
イ

ヤ
ル
番
号
で
す
。
心
当
た
り
の
な
い

国
際
電
話
は
詐
欺
電
話
の
可
能
性
が

高
い
で
す
。
怪
し
い
電
話
に
は
出
な

い
、
折
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
も
し
電
話
に
出
て
し
ま
っ
た

ら
、
個
人
情
報
は
絶
対
に
伝
え
ず
、

す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
国

際
電
話
を
利
用
し
な
い
人
は
、
利
用

休
止
申
請
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー

＝
固
定
電
話
：
０
１
２
０
―
２
１

０
―
３
６
４
※
無
料

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
７

―
３
７
４
０
）
※
受
付
は
平
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時

列
車
を
見
た
ら
手
を
振
ろ
う
！

地
域
の
鉄
道
に
対
す
る
愛
着
を
深

め
る
た
め「
列
車
を
見
た
ら
手
を
振

ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。出
か
け
た
と
き
に
列
車
を
見
た

ら
、家
族・友
人・お
子
さ
ん
と
一
緒
に

大
き
く
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡

協
議
会
交
通
政
策
部
会
（
企
画
政

策
課
企
画
政
策
係
☎
７
５
７
―
３

１
９
３
）

９
月
16
日
㈬
か
ら
10
月
16
日
㈮
ま
で
販
売

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

問
県
市
町
村
振
興
協
会
（
☎
０
２
５

―
２
８
４
―
３
４
３
４
）

９
月・10
月
は
行
政
相
談
月
間
で
す

行
政
に
関
し
た
困
り
ご
と
に
対
す

る
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員
に

無
料
・
匿
名
で
相
談
で
き
ま
す
。
相

談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
／
会
22
ペ
ー
ジ
「
10
月
の
そ
の
ほ

か
の
相
談
」
に
記
載
の
と
お
り

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５
７

―
３
１
１
６
）
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
市
民
係

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

日
10
月
12
日
㈪
㈷
午
後
1
時
30
分
～

３
時
30
分

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

対
十
日
町
市
・
津
南
町
在
住
の
人

内
各
種
許
認
可
や
遺
言
・
相
続
手
続

に
関
す
る
相
談

他
完
全
事
前
予
約
制

申
・
問
新
潟
県
行
政
書
士
会
魚
沼
支

部
・
瀧
澤
（
☎
０
９
０
―
８
２
５

２
―
７
５
８
０
）

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

国
土
交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局
で

は
、
９
月
・
10
月
を
標
題
運
動
の
強

化
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
は

使
用
期
間
や
走
行
距
離
に
よ
り
劣
化

し
ま
す
。
本
来
の
安
全
・
環
境
性
能

を
維
持
す
る
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
は
責

任
を
持
っ
て
適
切
に
点
検
・
整
備
を
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※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

第22回 市民スポーツ大会
期日 大　会　名 会　　場 問　合　せ

９月27日㈰
空手道競技会兼
第３回クロアチアカップ空手道競技会 総合体育館アリーナ 西野　弘幸

（025-757-8339）

第９回市民ビーチボール大会 中里体育館 藤巻　龍
（090-5202-6907）

10月３日㈯
10月４日㈰

十日町ライオンズクラブ杯
学童野球大会

総合公園野球場
笹山野球場

山口　亮
（090-3213-5609）

10月４日㈰

男女混合９人制バレーボール大会 川西総合体育館 大島　美佳
（080-1168-7338）

ソフトテニス大会 信濃川運動公園テニスコート 櫻澤　晋介
（090-4126-9037）

硬式テニスダブルス大会 総合公園テニスコート 村山　雄三
（080-1078-9515）

10月10日㈯ 剣道競技大会 武道館 剣道場 勝又　桂子
（090-5313-2185）

10月11日㈰

400歳野球大会 総合公園野球場 山口　亮
（090-3213-5609）

十日町サッカーフェスティバル2026 当間多目的グラウンド 大島　仁
（090-4966-6841）

ソフトボール大会 信濃川運動公園野球場
B・Cグラウンド

山家　満
（090-4677-5293）

たいそう大会 十日町高校東体育館 滝沢　広
（090-2663-8371）

10月12日㈪

第55回郡市柔道大会 武道館 柔道場 庭野　敏春
（090-4822-8605）

卓球大会 中里体育館 根津　明義
（080-1330-7807）

市長杯争奪ゲートボール大会 水沢運動公園 久保田　行雄
（090-5493-5126）

10月18日㈰
秋季市民バドミントン大会 総合体育館

川西総合体育館
上村　直樹

（090-9420-1120）

宮沢杯・小山杯バスケットボール競技会 中里体育館 島田　悟
（090-4846-4972）

令和９年
２月14日㈰

市民スキー選手権大会クロスカントリー競技 吉田クロスカントリー競技場 根津　洋平
（090-1534-2444）

市民スキー選手権大会アルペン競技 松代ファミリースキー場 児玉　正典
（090-5549-1292）

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
標
語
＝
忘
れ
な
い
、
い
つ
も
の
暮

ら
し
に
ク
ル
マ
の
点
検
～
点
検
整

備
や
ら
な
い
と
～

問
国
土
交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局
新

潟
運
輸
支
局
（
☎
０
２
５
―
２
８

５
―
３
１
２
５
）

清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
の

使
用
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

10
月
１
日
㈭
利
用
分
か
ら
当
面
の

間
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
利
用
料
が

無
料
に
な
り
ま
す
。
利
用
当
日
、
受

付
で
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
利
用
方
法
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
可
能
時
間
＝
日
帰
り
利
用
サ

イ
ト
／
午
前
10
時
～
午
後
５
時
、

宿
泊
専
用
サ
イ
ト
／
午
後
１
時
～

午
前
10
時
※
当
日
受
付
で
先
着
順

に
案
内

問
清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク（
☎
０

９
０
―
４
３
２
８
―
２
７
７
４
）

働
く
こ
と
に
悩
む
人
の

ワ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
相
談

日
10
月
14
日
㈬
・
26
日
㈪
両
日
と
も

午
後
２
時
〜
４
時
※
開
催
日
以
外

に
も
随
時
相
談
可

会
消
費
生
活
相
談
室

申
・
問
福
祉
課
援
護
係
（
☎
７
５
７

―
９
７
３
９
）

教
育
相
談

日
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

会
・
問
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
（
丸
山

町
・
☎
７
５
２
―
７
５
６
５
）

※
市
立
学
校
長
期
休
業
期
間
中
は
、

学
校
教
育
課
学
校
支
援
係
（
☎
７

５
６
―
５
０
１
０
）
へ

女
性
相
談
専
用
電
話

日
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

（
市
民
生
活
課
市
民
係
内
）
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◆10月の健康・福祉の相談

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

４日㈰

11日㈰

12日㈪㈷

18日㈰

25日㈰

臨床心理士によるこころの相談会
日14日㈬午後１時～３時
会保健センター（市役所本庁舎隣）
〆７日㈬
申・問健康づくり推進課成人保健係
　（☎757-9764）

発熱や風邪症状がある人は対面相談をご遠慮ください。電話相談もご利用ください。

 発達支援に関する相談
日月～金曜日午前８時30分～午後

５時15分（祝日・振休・年末年
始を除く）

対18歳まで
問発達支援センター（☎752-7270）

とおかまち健康ダイヤル24
☎0120-108-221（市民専用）
※24時間・年中無休
※通話・相談無料
※メンタルヘルスの
　相談は対象外

専用ダイヤル登録用
二次元コード

電話による健康相談

☎0570-783-025
※24時間・年中無休

新潟県こころの相談ダイヤル

☎＃7119
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な病気やけがなどに関する相談

救急医療電話相談（概ね15歳以上）

☎＃8000
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な発熱やけがなどに関する相談

小児救急医療電話相談（15歳未満）

◆10月のそのほかの相談 教育相談・女性相談専用電話は21ページをご覧ください

・登園・登校許可証や診断書などの記入はできません。平日にかか
りつけ医や近くの病院へ問い合わせてください。

・休日や夜間に医療機関の受診の判断に迷ったときは、左記の「電
話による健康相談」などを利用してください。

・津南病院では第１・第３土曜日に内科と小児科の診療を行ってい
ます。

●診察受付時間：午前８時30分～
　（午後の診察開始時間は直接センターに問い合わせてください）

10月の休日救急医

N

十日町
市役所

至 南魚沼市

至 上越市

段十ろう

県立十日町高校

県立十日町病院医療福祉総合
センター

十日町高田郵便局

十日町駅

十日町
警察署

至 

津
南
町

至 

小
千
谷
市

JR飯山線／ほくほく線

国道117号

国
道
２
５
３
号

休日一次救急
診療センター

ご案内

休日一次救急
診療センター

 法律相談
日１日㈭・８日㈭・15日㈭・22日㈭・

29日㈭午後１時30分～４時
会本庁相談室
申・問市民生活課市民係
　　　（☎757-3116）※要予約
行政相談
日／ 会９日㈮午前10時～11時／本

庁相談室、15日㈭午前９時～11
時／中里庁舎

問市民生活課市民係（☎757-3116）

定例年金相談
日８日㈭・22日㈭午前10時～正午、

午後１時～３時
会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務

所（☎025-716-0008）※要予約
消費生活相談
日月～金曜日午前９時～午後４時
（祝日・振休・年末年始を除く）

対悪質商法・買い物・契約で困っ
ている人・借金問題

他面談相談は要予約
申・問市消費生活センター
  （☎757-3740・Ｆ752-6924・メール：
　t-shohi@city.tokamachi.lg.jp）

 多重債務相談
日28日㈬午後１時～４時
　26日㈪までに要予約
会本庁相談室　内借金トラブル
問市消費生活センター
　（☎757-3740）
心配ごと相談
日随時受付
会・申・問社会福祉協議会
　　　　　（☎757-3565）
生活困窮者相談
日午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）

会・問社会福祉協議会
　　　（☎757-3565）

休日一次救急
診療センター

（医療福祉総合センター内）
高田町３丁目南 757-3411

※症状などを聞きとりますので、来院前に電話を
してください。電話がつながりにくいときは、
時間をおいてかけ直してください。

※変更があったときは、市ホームページやあんし
んメールなどでお知らせします。
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My precious kids 

子子どどもも情情報報のの
ひひろろばば

10月の「なかよしランド」

10月の「すこやかランド」

子育てに関する情報は市のホームページや
ＬＩＮＥもご覧ください。

イベント・育児相談
　市ＬＩＮＥ公式アカウントを
友だち登録し、お子さんの生年
月日を設定すると、対象となる
健診の約１か月前に通知が届き
ます。

乳幼児健診日程

【秋のおでかけ】
日14日㈬午前10時～ 11時
対生後４か月～１歳程度の乳児とその保

護者
問段十ろう（☎757-5011）

【ミニ運動会】
日13日㈫午前10時～11時

【リトミック】
日20日㈫午前10時～11時
講髙橋由美子さん

〈共通〉
会めごらんど
対未就学児とその保護者
￥会費あり（詳細は問合せ）
他新規参加者を随時募集中（体験・見学

可）
問段十ろう（☎757-5011）

体力があり、水遊びや散歩が大好きな仁菜ちゃん。夜
の散歩をすると寝つきが良く、ぐっすり眠ってくれます。
家族でバーベキューをすることも多く、みんなで過ごす
時間を楽しんでいます。最近は言葉をよく理解し、おしゃ
べりが上手になってきました。２人のお兄ちゃんにかわ
いがられ、元気いっぱい成長しています。

西
本
町
３

髙
橋
　
仁に

菜な
ち
ゃ
ん（
１
歳
）
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